
当院において尿管ステント留置の対象となる疾患は、主に悪
性疾患による尿管閉塞MUOである。MUOは悪性腫瘍の原
発巣、転移巣、腹膜播種からの圧迫や浸潤による尿路通過障害

当院において尿管ステント挿入は以下の手順で行っている。
① 膀胱鏡（症例に応じて硬性鏡または軟性鏡を使用）下に膀胱
内を観察し、腫瘍性病変や膀胱浸潤の有無、両側尿管口の位
置を確認する。
② 尿管口からガイドワイヤーを挿入し、ガイドワイヤーに沿わせ
て6Fの尿管カテーテルを下部尿管まで挿入する。
③ 下部尿管から逆行性尿路造影を行い尿管の走行を確認し、腫
瘍による尿管の偏位の有無や狭窄の位置を確認する。
④ 腎盂までガイドワイヤーおよび尿管カテーテルを挿入し、必

である。当院における2019年度の新規尿管ステント留置症例
の原疾患を表1に示す。

要であれば腎盂内の尿を排出したうえで追加造影を行う。
⑤ 腎盂から尿管口までの距離を計測し、この距離に応じた長さ
の尿管ステントを選択する。初回留置例は基本的に6Fの径
のものを使用している。

⑥ 硬性膀胱鏡を使用している場合はスーチャーは除去し、透視
と膀胱鏡で位置を確認しながら尿管ステントを挿入する。軟
性膀胱鏡を使用している場合は膀胱鏡を抜去後、スーチャー
は残した状態で尿管ステントを挿入し、透視下に尿管ステント
の位置を調整した後にスーチャーを除去する。

2020年10月に発売された異物付着防止型ステント・Fit Stent（Tria™ Soft）は、Tria Firmと同様に親水性コーティングのない平滑な 
表面特性により、従来の異物付着防止効果に加えて尿中カルシウム・マグネシクム塩などを吸着しにくいという特徴がある。さらにFit Stent 
はTria Firmに比べ柔軟性に優れ刺激低減が期待されるが、一方で管外性圧迫に対する耐性の懸念がある。今回このFit Stentを悪性
疾患による尿管閉塞（Malignant Ureteral Obstruction: MUO）に対する長期留置症例で評価する機会を得たため報告する。
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表1　2019年度 四国がんセンターにおける新規尿管ステント留置症例の原疾患

胃癌

子宮頸癌

子宮体癌

膀胱癌

食道癌

直腸癌

尿管癌

膵癌

乳癌

卵巣癌

下行結腸癌

S状結腸癌

尿管結石

0 2 4 6 8 10 12 14（例）



ボストン・サイエンティフィック ジャパン株式会社
本社 東京都中野区中野4-10-2 中野セントラルパークサウス
www.bostonscienti�c.jp

2012・41888-A・ODP／PSST20201217-1341

製品の詳細に関しては添付文書等でご確認いただくか、弊社営業担当へご確認ください。
© 2020 Boston Scienti�c Corporation or its af�liates. All rights reserved.
All trademarks are the property of their respective owners.

Fit Stent使用前

Fit Stent留置12週間後
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当院では尿管ステント留置期間は通常3か月とし、3か月以上
の留置が必要な症例では少なくとも3か月に一度は尿管ステン
トの交換を行っている。

Fit Stentは、Tria Firmと同様に親水性コーティングのない
平滑な表面特性により、従来の異物付着防止効果に加えて尿
中カルシウム・マグネシクム塩などを吸着しにくく、さらにTria
に比べ柔軟性に優れるという特徴があり刺激低減が期待され
る。前述の通り、当院において尿管ステント留置の対象は主に
MUOである。MUOは予後不良な徴候であり、生存期間の中
央値は3～7ヵ月とされる1）。症例によってはその後の治療によ
り長期生存が得られることもあり、尿管ステントの留置が長期
にわたることもある。尿管ステント留置症例では膀胱刺激症状
を含む排尿症状が増加することが報告されており2）、可能な限
り柔軟性に優れた製品を選択している。しかし悪性腫瘍の病勢
によっては圧迫が強くステント機能不全に陥る場合もあり、その
場合は腎瘻への切り替えを検討する必要がある。Fit Stentは
柔軟性に優れた製品であり管外性圧迫に対する耐性の懸念が
あるが、当院にて経験した症例において、留置3ヵ月後に水腎症
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表2　Fit Stent評価（5点満点）
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が残存している症例は認めなかった。Fit Stent留置後に膀胱
刺激症状を含む排尿症状を訴え治療介入を要する症例も認め
なかった。また、ステント全体が柔らかいことと親水性コーティ
ングがないことで滑りが悪くなり挿入性への悪影響が懸念され
るが、当院で経験した症例においてガイドワイヤーへの追随性
や挿入性は従来の製品と比べて同等以上であった。尿管ステン
トの変色に関しては原因および臨床的意義は明確ではないが、
Kawaharaらは変色そのものは有害ではないものの、結石等
の付着物に先行する可能性があり、変色が交換の適切なタイミ
ングを検討する因子になりうることを報告した3）。今回経験した
Fit Stent留置後12週間で交換した直腸癌の症例では変色は
ほとんど認めず（図A）、同様に12週間で交換した腫瘍による
尿管狭窄の症例では若干の変色を認めたものの抜去時にステ
ント内腔の詰まりもなくガイドワイヤーを腎盂まで抵抗なく挿
入できた（図B）。また今回当院で経験した症例では異物付着
は非常に少なかった。当院で経験した症例について、少数例で
はあるが既存品と比較したFit Stentの使用評価を行ったため
表2に示す。
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まとめ

新規異物付着防止型ステントであるFit Stentを悪性疾患に
よる尿管閉塞に対する長期留置症例で評価する機会を得たた
め報告した。まだ少ない症例数ではあるものの、排尿症状は少
なくドレナージも良好である印象であった。また、ガイドワイヤー

への追随性や挿入性も従来品と比べ同等以上と感じられた。今
後さらに症例数を重ねFit Stentの有用性を評価していく必要
がある。

図A　Fit Stent留置12週間後 図B　 Fit Stent留置12週間後、ステント交換時に切断 
（当施設ではガイドワイヤー挿入のため毎回切断する）


